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第１章 問題 

近年, 我が国では福祉人材不足が叫ばれ, 他の産業と比べ離職率が高く, 人材定着率の低さ

が問題となっている (大杉ら, 2018)。介護労働安定センター (2018) によると, 介護職の離職

率は 16.2%を示し, 常用労働者全体の離職率 14.9%よりも高い数値を示している。離職した者

の勤続年数は 1年未満が 38.8％, 1 年以上 3 年未満が 26.4%, 3 年以上が 34.9%という結果で

あり, 65.2%が 3 年以内に離職していることになる。身体障害者施設の職員の就労継続を考え

るうえでは, 職員が離職へと至る要因とともに, 就労を継続していける要因ややりがいにも注

目することが重要であると考えられる。 

 

第２章 目的 

本研究では身体障害者施設の職員 (以下, 「施設職員」と表記) が, 職場において仕事を辞

めたいと感じる経験をした後に, その経験を自分の中で定位し, 就労を継続していく心理的プ

ロセスの抽出を目的とする。施設職員が, 困難に直面しながらも就労を継続していく心理的体

験プロセスを探索的に描き出すことで, 彼らへの支援を考えるための一助となるであろう。ま

た, 職員が定着して働くことは, 施設の利用者にとって安定的な支援が行われるうえで重要で

あり, 当該施設のみならず介護現場の職員が安定して働ける職場づくりの一助となる提言に繋

がることが期待される。 

 

第３章 方法 

本研究の目的に沿った対象が抽出可能な，首都圏内の身体障害者の入居施設である社会福祉

法人（以下，施設 Aと表記する）を研究協力機関とした。施設 Aは, 身体障害者福祉の分野に

おいて障害者の立場に立った生活支援を行うために, 施設職員の待遇改善にも取り組んでいる。

しかし, その取り組みにもかかわらず人材不足の問題を抱えていることから, 待遇改善といっ

た物質的観点とは別の心理的プロセスに着目する本研究に適した福祉現場であると考え, 調査

対象とした。インタビュー調査の対象は, 職場において仕事を辞めたいと感じる経験をしたう

えで現在も勤務を継続している, 勤続年数が 3 年以上の施設 A 職員男女 9名を対象とした。な

お，先述の通り 3 年以内の離職率の高さを考慮し, 対象を勤続年数 3 年以上の者とした。 

 分析方法は修正版グラウンデッド・セオリー・アプローチ（M-GTA）を採用し, 分析テーマ

を「身体障害者施設職員が仕事を辞めたいと感じてから就労継続へと至る心理的プロセス」, 

分析焦点者を「身体障害者支援施設の職員で仕事を辞めたいと感じたことがあり，現在も勤務

を継続している人」とした。 

 

第４章 結果 

 M-GTAによる分析の結果，最終的に 28 個の概念が生成された。次に，生成された概念の関

連性を検討し，カテゴリー化を行った。その結果，《就労上の危機》《就労意欲の喪失》《危機へ

の一次対応》《努力が報われる体験》《上司・先輩のサポート》《環境の変化》《仕事で感じる充

実感》《課題への気づき》《指針の策定》《それぞれの就労動機の再獲得》の 10 個のカテゴリー

が生成された。生成されたカテゴリー，概念の関係性を示したものが結果図であり，次ページ

図 1 のようにまとめた 
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第５章 考察 

 身体障害者施設職員が仕事を辞めたいと感じてから就労継続へと至る心理的プロセスは，始

点としての《就労上の危機》における【業務量の増大による疲労】は《環境の変化》によって

多少減じられることはあるとしても物理的には大きな変化を期待できない要素と考えられる

が，【職員間の関係性の悩み】【上司の対応への不満】【相談できる対象の喪失】【利用者と

の関係性の悩み】【自分の能力不足の痛感】は《危機への一次対応》における取り組みの中で

の体験が分岐点となり，その後の経過の中で減じていくことによって，《それぞれの就労動機

の再獲得》に直接繋がるような《仕事で感じる充実感》や《指針の策定》といった現在を肯定

的に捉えると同時に未来に向けての取り組みに意欲や希望が持てる状態へと変容していき，最

終的に就労継続へと至ることが明らかとなった。 

 すなわち，この心理的プロセスの展開においては，《危機への一次対応》をしている中で《努

力が報われる体験》や《上司・先輩のサポート》，あるいは《課題への気づき》を得られるこ

とで《就労上の危機》が減じられるかどうかが鍵であると言えよう。 
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